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立
教
学
院
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長
・
立
教
大
学
総
長　

西
　
原
　
廉
　
太

こ
の
度
、『
立
教
学
院
百
五
十
年
史
』
第
一
巻
が
発
刊
さ
れ
ま
す
こ
と
を
、
心
よ
り
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
立
教
学
院
百
五
十
年
史
編
纂
委
員
会
、
立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
み
な
さ
ん

を
は
じ
め
、
貴
重
な
時
間
と
労
力
を
割
い
て
刊
行
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
方
々
に
、
心

か
ら
の
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

私
立
学
校
に
と
っ
て
そ
の
生
命
線
は
、
創
立
以
来
の
「
建
学
の
精
神
」
を
不
断
に
確
認
し
な
が

ら
、
そ
れ
を
時
々
の
時
代
状
況
の
中
で
い
か
に
革
新
的
に
解
釈
し
続
け
ら
れ
る
か
に
あ
る
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
そ
の
「
建
学
の
精
神
」
理
解
が
、
限
り

な
く
正
確
な
自
校
史
に
基
づ
い
て
語
ら
れ
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
意
味
で
、『
立
教
学
院

百
五
十
年
史
』
は
、
今
後
、
立
教
学
院
に
属
し
、
立
教
学
院
を
担
っ
て
い
く
す
べ
て
の
者
が
常
に
立
ち
帰
る
べ
き
基
盤
的
文
献
と
な

る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
、
立
教
学
院
の
年
史
と
し
て
は
、『
立
教
学
院
設
立
沿
革
誌
』（
一
九
五
四
年
）、『
立
教
学
院
八
十
五
年
史
』（
一
九
六
〇

年
）、『
立
教
学
院
百
年
史
』（
一
九
七
四
年
）、『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』（
全
五
巻
＋
図
録
、
一
九
九
六
～
二
〇
〇
〇
年
）
が
あ
り
ま

す
が
、『
立
教
学
院
百
五
十
年
史
』
は
、『
立
教
学
院
八
十
五
年
史
』、『
立
教
学
院
百
年
史
』
に
次
ぐ
「
通
史
」
と
な
り
ま
す
。『
立

教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
は
、「
資
料
編
」
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
今
般
の
『
立
教
学
院
百
五
十
年
史
』
編
纂
に
あ
た
っ
て
は
通
史

の
刊
行
を
大
き
な
目
標
と
し
て
設
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
未
掲
載
で
あ
っ
た
資
料
や
新
た
に
発
見
・
整
理
さ
れ
た
資
料
群

を
採
録
す
る
資
料
集
も
刊
行
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

二
〇
〇
〇
年
一
二
月
、
立
教
学
院
は
大
学
内
に
立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
を
新
設
し
、
二
〇
一
一
年
に
立
教
学
院
百
五
十
年
史

編
纂
委
員
会
、
同
専
門
員
会
が
設
置
さ
れ
、
新
た
な
年
史
の
刊
行
に
向
け
た
体
制
が
整
い
ま
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
立
教
学
院
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関
係
資
料
の
収
集
・
整
理
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
設
置
等
に
よ
り
学
院
史
に
関
す
る
研
究
を
進
め
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
公
開
も
行

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
二
〇
〇
二
年
度
か
ら
は
セ
ン
タ
ー
紀
要
で
あ
る
『
立
教
学
院
史
研
究
』
を
創
刊
し
、
随
時
、
貴
重
な
史
資

料
や
、
研
究
成
果
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

同
セ
ン
タ
ー
の
刊
行
物
と
し
て
、『
立
教
大
学
の
歴
史
』（
二
〇
〇
七
年
）、『
立
教
学
院
一
五
〇
年
史
資
料
集　

TH
E SPIRIT O

F 
M

ISSIO
N

S 
立
教
関
係
記
事
集
成
〈
抄
訳
付
〉』（
全
五
巻
＋
別
巻
、
二
〇
〇
九
～
二
〇
一
五
年
）
を
は
じ
め
、
二
〇
一
三
年
に
は
、
日

本
聖
公
会
京
都
教
区
か
ら
本
学
院
に
移
管
さ
れ
た
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
主
教
資
料
」
を
基
に
し
て
作
成
さ
れ
た
『
C
・
M
・
ウ
ィ
リ
ア

ム
ズ
資
料 

図
録
』（
二
〇
一
六
年
）
等
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
重
要
な
テ
キ
ス
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

立
教
大
学
を
創
設
し
た
聖
公
会
の
考
え
方
を
表
現
し
て
き
た
言
葉
にV

IA
 M

ED
IA

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ラ
テ
ン
語
で

“V
IA

”

と
い
う
の
は
道
で
す
。“M

ED
IA

”

と
い
う
の
は
真
ん
中
と
い
う
意
味
で
す
。
直
訳
し
ま
す
と
「
中
道
」
と
な
り
ま
す
。
聖

公
会
は
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
中
間
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
、
よ
く
こ
のV

IA
 M

ED
IA

は
用

い
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、V

IA
 M

ED
IA

の
本
来
的
な
意
味
と
は
、「
私
た
ち
は
真
理
を
求
め
る
旅
人
だ
」
と
い
う
こ
と
で

す
。
私
た
ち
は
、
聖
書
や
伝
統
、
そ
し
て
理
性
を
道
標
に
し
な
が
ら
真
理
を
求
め
て
旅
を
し
続
け
る
旅
人
、
不
断
に
歩
み
続
け
る
旅

人
だ
と
い
う
の
が
、
こ
のV

IA
 M

ED
IA
の
正
確
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
、
聖
公
会
は
あ
ら
ゆ
る
絶
対
主
義
を
と
ら
な
い
教
会
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
最
終
的
な
真
理
は
、
神
の
み
が

知
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
の
任
務
と
は
、
聖
書
・
伝
統
・
理
性
と
い
う
道
標
を
頼
り
に
し
な
が
ら
、
解
釈
し
続
け
る
、
歩
み

を
続
け
る
、
真
理
を
求
め
て
旅
を
し
続
け
る
こ
と
に
尽
き
る
の
で
す
。
こ
れ
こ
そ
が
聖
公
会
のV

IA
 M

ED
IA

の
精
神
で
あ
り
、
私

た
ち
立
教
学
院
の
「
建
学
の
精
神
」
の
深
奥
に
あ
る
基
盤
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
あ
ら
た
め
て
本
書
を
通
読
す
る
時
に
、
私
た
ち
立
教

学
院
の
百
五
十
年
が
、
ま
さ
し
く
こ
のV

IA
 M

ED
IA

の
道
行
き
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

人
類
が
築
き
あ
げ
て
き
た
「
知
」
の
体
系
に
対
す
る
深
い
造
詣
と
、
こ
れ
を
現
実
の
世
界
、
社
会
の
中
で
適
応
し
て
い
く
力
を
持

ち
う
る
「
ひ
と
」
を
生
み
育
て
る
「
場
」
と
し
て
、
私
た
ち
の
立
教
学
院
は
存
在
し
て
い
ま
す
。
立
教
学
院
が
こ
れ
か
ら
も
、
深
い

と
こ
ろ
で
真
理
を
探
求
し
、
こ
の
世
界
、
社
会
、
隣
人
に
仕
え
る
人
々
を
育
ん
で
い
く
と
い
う
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
を
誠
実
に
担
い
続

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
、
祈
り
、
願
い
ま
す
。
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自
由
な
校
風
が
育
ん
だ
「
立
教
ら
し
さ
」

�

立
教
学
院
理
事
長　

福
　
田
　
裕
　
昭

立
教
学
院
の
創
立
者
、
チ
ャ
ニ
ン
グ
・
ム
ー
ア
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
（
一
八
二
九
～
一
九
一
〇
年
）

は
日
本
語
が
堪
能
な
米
国
人
宣
教
師
で
長
崎
在
住
時
代
、
高
杉
晋
作
と
会
い
、
ア
メ
リ
カ
政
治
の

事
情
を
尋
ね
る
高
杉
に
一
般
市
民
で
も
大
統
領
に
な
る
こ
と
が
出
来
る
と
伝
え
て
い
ま
す
。
ま
た

早
稲
田
大
学
の
創
設
者
・
大
隈
重
信
は
、
長
崎
で
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
か
ら
英
語
を
教
え
ら
れ
た
と
回

顧
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
郵
便
の
父
・
前
島
密
に
米
国
の
郵
政
制
度
な
ど
を
伝
授
し
た
の
も
、

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
だ
と
い
う
の
で
す
。
明
治
維
新
へ
向
か
っ
て
い
く
激
動
の
時
代
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ

は
多
く
の
日
本
人
に
対
し
て
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
推
し
測
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
は
自
ら
の
功
績
を
流
布
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
を
好
ま
ず
、
遺
言
状
で
自
ら
の
書
簡
の
出
版
を
禁
じ
、
手

紙
の
類
も
多
く
を
焼
却
し
て
い
ま
す
。
米
国
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
に
あ
る
墓
地
に
は
、「
道
を
伝
え
て
己
を
伝
え
ず
」
と
刻
ま
れ
た
墓
碑

銘
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
が
生
涯
貫
い
た
謙
虚
な
生
き
方
を
物
語
り
、
立
教
の
建
学
の
精
神
の
根
幹
を
な
す
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
呼
べ
る
も
の
で
す
。
利
己
心
や
虚
栄
心
を
排
し
、
相
手
を
尊
ぶ
穏
や
か
な
人
間
性
＝
立
教
生
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
こ
う
し

て
導
か
れ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
後
、
数
十
年
を
経
て
、
あ
る
学
生
が
「
立
教
ら
し
さ
」
を
綴
り
ま
し
た
。
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
、
当
時
立
教
大
学
生

だ
っ
た
武
藤
重
勝
氏
（
元
立
教
大
学
図
書
館
副
館
長
）
が
受
験
雑
誌
に
発
表
し
た
「
自
由
の
園
の
知
識
と
魂
の
母
」
と
い
う
文
章
で

す
。
武
藤
氏
は
、
以
下
に
記
す
よ
う
に
立
教
を
生
き
生
き
と
伝
え
、「
自
由
の
学
府
・
立
教
」
を
熱
烈
に
推
奨
し
て
い
ま
し
た
。
現

代
文
に
変
え
て
以
下
に
記
し
ま
す
。

　

�

…
…
池
袋
の
駅
を
出
て
し
ば
ら
く
で
も
歩
い
て
見
た
ま
え
。
四
、 

五
丁
（
一
丁
＝
一
〇
九
メ
ー
ト
ル
）
も
町
を
抜
け
る
と
、
左
手
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に
素
晴
ら
し
い
赤
レ
ン
ガ
の
洋
館
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。
異
国
情
緒
の
匂
い
と
、
静
か
な
楽
園
へ
の
気
持
ち
と
に

い
っ
ぱ
い
充
た
さ
れ
た
（
中
略
）
私
た
ち
は
あ
ま
り
に
人
生
そ
の
も
の
に
疲
れ
て
い
る
。
た
だ
で
さ
え
い
ら
い
ら
し
た
人
生
に

あ
っ
て
、
単
純
な
瞑
想
も
あ
っ
て
は
い
い
の
で
は
な
い
か
。
私
た
ち
の
未
来
は
常
に
希
望
に
、
ま
た
力
と
生
命
と
に
充
満
し
た

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
意
味
で
、
私
は
宗
教
に
縁
の
薄
い
人
に
で
も
、
礼
拝
堂
の
雰
囲
気
は
お
す
す
め
す
る
。
け
れ

ど
も
改
め
て
言
う
が
、
大
学
に
お
け
る
宗
教
は
自
由
で
あ
る
。
礼
拝
堂
に
出
入
り
し
よ
う
が
し
ま
い
が
、
ま
た
は
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
に
な
ろ
う
が
な
る
ま
い
が
、
諸
君
た
ち
の
生
活
か
ら
割
り
出
し
て
、
好
い
と
思
う
方
に
進
め
ば
い
い
。
大
学
は
こ
の
点
で
自

由
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
徒
も
ま
た
異
教
徒
も
常
に
同
じ
く
包
含
さ
れ
て
行
く
所
に
大
学
と
し
て
の
真し

ん
め
ん
も
く

面
目
も
あ
る
（
中
略
）

学
園
の
扉
は
自
由
で
あ
る
。
将
来
、
官
界
に
、
実
業
界
に
、
経
済
界
に
、
ま
た
は
文
壇
の
中
原
に
乗
り
出
さ
ん
と
す
る
も
の

よ
。
来
れ
、
自
由
の
園
、「
立
教
大
学
」
に
。
そ
し
て
あ
く
ま
で
、
清
い
、
高
い
意
味
で
の
自
由
人
に
な
ろ
う
で
は
な
い
か
。

勇
ま
し
い
新
鮮
な
思
想
の
文
化
人
に
な
ろ
う
で
は
な
い
か

「
立
教
ら
し
さ
」
の
基
礎
と
な
る
「
自
由
な
校
風
」
は
百
年
前
も
今
も
同
じ
輝
き
を
放
っ
て
い
ま
す
。

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
し
な
や
か
に
体
現
し
て
い
た
「
自
由
の
学
府
・
立
教
」
は
、
や
が
て
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
渦
に
巻
き

込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。
一
九
四
五
年
、
日
本
は
敗
戦
を
迎
え
、
立
教
大
学
は
民
主
主
義
の
学
び
舎
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。
そ
し
て

一
九
四
六
年
度
に
は
、
女
性
四
人
が
入
学
し
、
今
で
は
全
学
生
の
過
半
数
に
達
し
て
い
ま
す
。
東
京
・
築
地
に
開
校
し
た
生
徒
数
人

の
小
さ
な
私
塾
は
、
今
で
は
小
学
校
か
ら
大
学
院
ま
で
を
擁
す
る
国
内
有
数
の
学
校
法
人
と
し
て
、
発
展
し
続
け
て
い
ま
す
。
こ
の

『
立
教
学
院
百
五
十
年
史
』
に
は
様
々
な
困
難
と
向
き
合
う
先
人
た
ち
の
歩
み
が
集
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
創
立
以
来
の
歴
史
と
伝
統
、

立
教
学
院
及
び
各
学
校
の
こ
れ
ま
で
の
史
実
に
つ
い
て
、
皆
様
の
ご
理
解
を
深
め
る
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス
の
タ
ッ
カ
ー
ホ
ー
ル
入
り
口
で
、「PRO

 D
EO

 ET PA
TRIA

」
と
記
さ
れ
た
碑
を
見
か
け
た
方
は
多
い
と
思

い
ま
す
。
直
訳
す
る
と
「
神
と
国
の
た
め
に
」
と
い
う
ラ
テ
ン
語
で
す
が
、
立
教
で
は
こ
れ
を｢

普
遍
的
な
る
真
理
を
探
究
し
、
私

た
ち
の
世
界
、
社
会
、
隣
人
の
た
め
に｣

と
捉
え
て
い
ま
す
。

先
人
た
ち
に
よ
っ
て
育
み
受
け
継
が
れ
て
き
た
建
学
の
精
神
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
未
来
へ
の
歩
み
を
止
め
る
こ
と
な
く
、
皆
様

と
と
も
に
新
し
い
立
教
を
創
っ
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
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「
立
教
史
研
究
」
の
到
達
点

�

立
教
学
院
百
五
十
年
史
編
纂
委
員
長　

老
　
川
　
慶
　
喜

立
教
学
院
は
、
ア
メ
リ
カ
聖
公
会
の
宣
教
師
C
・
M
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
主
教
が
築
地
に
私
塾
を

開
設
し
た
一
八
七
四
年
を
創
立
年
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
二
〇
二
四
年
に
は
創
立
一
五
〇
周
年
を

迎
え
ま
す
。
小
さ
な
私
塾
が
、
一
五
〇
年
と
い
う
時
を
経
て
、
小
学
校
か
ら
大
学
・
大
学
院
ま
で

を
擁
す
る
、
大
き
な
学
院
に
成
長
し
ま
し
た
。
本
書
は
、
そ
の
立
教
学
院
の
歴
史
の
う
ち
、
戦
前

期
の
旧
制
時
代
を
扱
っ
た
も
の
で
、
戦
後
の
新
制
時
代
の
歴
史
は
一
九
六
七
年
ま
で
を
第
二
巻
、

そ
れ
以
降
を
第
三
巻
と
し
て
刊
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
、『
立
教
学
院
百
年
史
』
の
編
纂
委
員
長
で
あ
ら
れ
た
海
老
沢
有
道
先
生
は
、
同
書
を

刊
行
し
た
の
ち
に
「
ど
う
か
創
立
百
年
の
こ
の
機
に
当
た
り
歴
史
に
輝
く
立
教
に
ふ
さ
わ
し
い
学
院
資
料
室
が
創
設
せ
ら
れ
、
立
教

及
び
聖
公
会
関
係
の
一
切
の
文
献
・
記
録
・
写
真
・
遺
物
な
ど
が
網
羅
的
に
蒐
集
・
整
理
さ
れ
る
よ
う
願
っ
て
や
ま
な
い
」（
寺
﨑

昌
男
・
別
分
昭
郎
・
中
野
実
編
『
大
学
史
を
つ
く
る
』
東
信
堂
、
一
九
九
九
年
）
と
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。『
立
教
学
院
百
年
史
』
を
編

纂
さ
れ
て
、
立
教
学
院
史
関
係
資
料
の
蒐
集
・
整
理
の
必
要
を
痛
感
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
う
し
た
提
言
を
踏
ま
え
て
、『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
の
編
纂
で
は
資
料
の
蒐
集
・
調
査
に
重
点
を
置
き
、
全
五
巻
か
ら

な
る
資
料
編
を
刊
行
し
ま
し
た
が
、
通
史
編
の
刊
行
は
見
送
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
段
階
で
通
史
を
執
筆
し
て
も
、『
立
教
学
院
百
年

史
』
の
水
準
を
超
え
る
の
は
難
し
い
だ
ろ
う
と
い
う
判
断
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
の
編
纂
が
終
了
し
た
の
ち
、
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
に
立
教
大
学
内
に
立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー

が
設
置
さ
れ
、
立
教
史
関
係
資
料
の
収
集
・
整
理
・
保
存
と
立
教
史
の
研
究
を
恒
常
的
に
営
む
体
制
が
整
い
ま
し
た
。
学
院
史
資
料

セ
ン
タ
ー
で
は
、
立
教
学
院
に
か
か
わ
る
資
料
の
調
査
や
関
係
者
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
を
積
極
的
に
進
め
、「
立
教
学
院
と
戦
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争
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」、「
立
教
築
地
時
代
の
研
究
」、「
遠
山
郁
三
日
誌
研
究
」、「
立
教
中
学
校
関
係
資
料
研
究
」、「
宣
教
師
関

係
資
料
研
究
」、「
立
教
学
院
の
戦
後
」
な
ど
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
成
果
は
、
学
院
史
資
料
セ
ン

タ
ー
の
研
究
紀
要
『
立
教
学
院
史
研
究
』
な
ど
で
発
表
さ
れ
る
と
と
も
に
、『
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
と
戦
争
―
立
教
学
院
の

デ
ィ
レ
ン
マ
』（
東
信
堂
）
な
ど
の
論
文
集
、『
遠
山
郁
三
日
誌  

一
九
四
〇
～
一
九
四
三
年
』（
山
川
出
版
社
）
や
『TH

E SPIRIT 
O

F M
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立
教
関
係
記
事
集
成
』（
全
五
巻
、
別
巻
一
冊
）
な
ど
の
資
料
集
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
自
校

史
教
育
の
一
環
と
し
て
開
設
さ
れ
た
、
大
学
の
全
学
共
通
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
講
義
「
立
教
大
学
の
歴
史
」
の
な
か
で
、
広
く
学
生
に

も
還
元
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
な
か
で
、
二
〇
一
〇
年
七
月
に
立
教
学
院
百
五
十
年
史
編
纂
委
員
会
が
発
足
し
ま
し
た
。
二
〇
二
〇
年
か
ら
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
襲
わ
れ
、
一
年
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
何
と
か
「
立
教
史
研
究
」
の
到
達
点
を
示
せ
た

も
の
と
安
堵
し
て
お
り
ま
す
。
ご
執
筆
い
た
だ
い
た
先
生
方
を
は
じ
め
、『
立
教
学
院
百
五
十
年
史
』
の
編
纂
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
方
々
に
心
か
ら
謝
意
を
表
し
ま
す
。
と
り
わ
け
、
前
立
教
学
院
長
・
広
田
勝
一
先
生
に
は
、
企
画
の
段
階

か
ら
有
益
な
ご
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

『
立
教
学
院
百
五
十
年
史
』
は
、
近
現
代
日
本
の
社
会
変
動
と
国
際
環
境
の
転
変
の
な
か
で
、
教
育
・
研
究
機
関
と
し
て
の
立
教

学
院
が
ど
の
よ
う
な
社
会
的
・
文
化
的
役
割
を
果
た
し
、
ど
の
よ
う
な
人
間
を
育
成
し
て
き
た
の
か
を
事
実
に
も
と
づ
い
て
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
い
ま
す
。
執
筆
の
過
程
で
、
ア
メ
リ
カ
聖
公
会
と
立
教
学
院
の
関
係
を
は
じ
め
、
立
教
学
院
史
に
関
す

る
多
く
の
事
実
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
こ
れ
ま
で
の
調
査
や
研
究
に
は
時
代
や
テ
ー
マ
に
よ
っ
て
濃
淡
が
あ
り
、

な
お
事
実
が
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
個
所
も
み
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
『
立
教
学
院
百
五
十
年
史
』
を
編
纂
し
た
か
ら

こ
そ
わ
か
っ
た
こ
と
で
す
の
で
、
今
後
の
立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
調
査
・
研
究
活
動
の
な
か
で
補
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
立
教
学
院
百
五
十
年
史
編
纂
委
員
会
で
は
、
引
き
続
き
第
二
巻
、
第
三
巻
の
刊
行
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
以

上
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。


